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はじめに

山口県豊浦郡豊北町肥中周辺に分布する漸新世の地届（日

置層群峠山［たおやま］累層：岡本，１９７０；1975）からは，

これまでに鯨類と考えられる化石骨が産出しているが，陸生

捕乳類の記録はなかった。1997年３月に，北九州自然史友の

会の加島昭二氏が鍋島において化石骨を採集し岡崎に調査を

依頼された。当初鯨類であろうかとの想定をしたが，加島氏

の剖出作業で１個の臼歯が確認されて炭獣類の頭骨であるこ

とが分かった。産出した地層と対比される北九州市とその周

辺に分布する芦屋層群から発見された陸生IWi乳類化石は，奇

蹄類のものが一個あるだけであり（OKAzAKI,1994)，この地

域の漸新世の陸生噛乳類に関する知見は少ない。従ってこの

標本は種の決定ができないとしても重要なものである。

標本を発見された中間市在住の加島昭二氏には，研究の機

会をいただいただけではなく，‘快く標本を寄贈された。国立

科学博物館の冨田幸光博士，京都大学理学部の諸氏を始めと

する多くの方々には適切な助言をいただいた。ここに合わせ

て厚く感謝する次第である。

2003年１月14日受理

標 本 の 記 載

第１頚椎：ＫＭＮＨＶＰ

Bmc句OdIz8sp・

標本；多くの所で分断した頭蓋骨，第１頚椎：

000,019（f9.1.）

産出地；山口県豊浦郡豊北町肥中鍋島

産出層と時代；日置層群峠山累層・漸新世後期

記載

この化石骨は淘汰の悪い砂岩中に腹側を上にして産出し，

上顎骨前端から大後頭孔付近までの主に口蓋側櫛成骨が見ら

れるが，多くの所で分断され，各断片が移動･破損している。

また背側の大部分は失われていると判断される。断片の中に

はフジッボの付着痕が見られるものがあるので，海水域また

は汽水域で堆祇したときに分断が始まっていた可能性が高い。

確認された骨は，前上顎骨premaxilla・上顎骨maxilla・口蓋

骨palatine・底蝶形骨basisphenoid・鼓骨tympanic・底後頭

骨basioccipital・頬骨jugal・鱗状骨squamosal・前頭骨hPon‐

talである。他に第一頚椎が含まれていることが確実である

が，剖出が進んでいないのでここでは議論に含めない。

歯は，右第２大臼歯と判断され，摩耗が進んでいるものの

完全に保存されている。対応する左大臼歯のprotocone，

protoconuleとmetaconeにあたる歯根が見られる。これ以外
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Figurel・IlII1県鍋烏産のＢﾉ睡心りdzfssp,化石（ＫＭＮＨＶＰＯＯＯ,019）産状
Occurence()[ＢｍｃﾉIyo血ssp､fomNabeshimaIsl.,YamaguchiPrefEcture．

の歯の歯桝が見られ，右第１大臼歯の歯柑の付近は海綿質の

骨質が発達し，歯榊は大きく開いていないので，歯冠は歯根

近くまで厳耗していたことが推測される。それより前方の右

上顎骨に歯槽の内側縁の凹みが3個見られ，さらに前方にあ

る移動した骨片に少なくとも２個の間みがある。これらはそ

れぞれ第４前臼歯・第３前Ｆ１歯・第２前臼歯の歯梢の縁に当

るものであろう。左側では前述のように第２大臼歯の内側に

あたる２根があるが，周囲の骨はよく保存されていない。さ

らに，metaconeにあたる歯根の先端部が小さく保存されて

いる。少し離れて上顎骨の破片があり，２個以上の#洲ﾘの内

側縁のIlIIみが見られるが，歯極は明らかでない。上瀕骨の前

端は左右とも保存され，犬歯の歯棚の内縁が見られるが，こ

れまでに述べた破片とは分離している。犬歯の後方に少なく

とも３０ミリ程度の術隙がある◎

保存されている唯一の歯である右第２大F1歯は，低いＨ状

術（bunoselenodont）で，metaconeとprotoconeの間に

metaconuleがあったことが明瞭である。附榊はよく発達して

いる。Metaslyle,mesos句le,parastyle付近では，強い摩耗で

エナメルが欠如している。Mesostyleの発達はmetastyle，

parastyleと比較的してやや職い。Metaconeとparaconeの

頬側面に咳頭からのびる隆線がある。

右前上顎骨は腹側に犬歯歯桃内縁から後方に延びる隆線が

ある。頬側1ｍは腹側からゆるやかにカーブしている。左前上

顎骨はやや保存が悪いがほぼ同様の形態を示す。右上顎骨は

少なくとも３つの断片に分断している。腹側はほぼ平而で，

歯檎にごく近いところでわずかに間まっている。第２大臼歯

の,植立している断片では右側1mが見られるが，第１大臼歯の

背側に前方からやや後背方に伸びる凹みがある。左上顎骨は

３つの断片に分かれていて右側に比べて保存は悪く，上記以

外の形態は分からない。口蓋''１．はおそらく左側と思われる断

片があるが保存が悪く，腹側が平而的であること以外に詳し

い形態は不明である。内鼻孔付近は保存されていない。底蝶

形骨basisphenoidは，腹側後方で底後頭‘冊･basioccipitalと直

線的な縫合で関節している。正I{｣線でmedianprocessをつ

Figul･ｅ２・ＩｌＩＩ１ﾘi1:鍋島雌のβﾉ打c妙0."ｓｓｐ,化菰（ＫＭＮＨＶＰ()()(),019）の配|i'ｔ

ＢｏｎｅｓｏｆＢｍｃ伽yo”ssp､fi･omNal〕(､shimalsl.,YamaguchiP１℃Ibcture・
Abbrevia【ions:ｂｏｃ底後頭‘冊･basi(〕ccipital・ｂｓ底蝶形欄･basisl〕henoid・li･前頭骨ｈ･onlal・』頬‘|‘i・
jugal・ｍｘ上顎骨maxilla・palI1篭'汁palati,'Ｇ・ｐｍｘ前上瀕'汁premaxilla・ｓｑ鱗状'|‘;･squamosal
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日本では佐世保層群（漸新世）からＢｍｃ伽”sﾉﾋZlo加允z4s

MATsuMoTo（徳永，1925）が記載されている。この標本は，

長崎県の旧池野炭鉱（佐世保市)で柚木三枚層にともなわれ

る泥岩（佐世保層群中里層）から発見されたもので，左下顎

骨で第３前臼歯（歯根のみ）・第４前臼歯・第１大臼歯・第２

大臼歯・第３大臼歯（歯根の一部）を伴っている。

BmcjIyOd妬岬0噸“の種記載は，徳永，1925の文中に引用

されている松本彦七郎の「説明書」である(注'）が，その中

で松本は大臼歯のサイズについて検討し，産出層が漸新統で

あることを論じている。既存種（当時の）との相違点の指摘

は明瞭ではない。いずれにしても，佐世保の第２大臼歯の近

遠心径（下顎：１８ｍｍ）はここに報告する肥中の標本

ＫＭＮＨＶＰＯＯＯ,019の近遠心径（上顎臼歯：２５．７ｍｍ）とは

大きく異なる。松本も論じているように，上下の第２大臼歯

の近遠心径は大きく違うことはないのでこれら２標本が同一

の種に含まれるとは考えられない。時代的に見ると，KMNH

VPOOO,019と佐世保の標本はほぼ同一の層準から産したこと

になる。従って，同時代に２種が生息していたことになる。

他の地域，例えばファユムや中国山西省垣曲などで，同一層

準に複数種の炭獣類が報告されている例がいくつかある。な

お，福島県から報告されている（TAKAI,1961）いわゆるツチ

ヤタンジュウはその後の検討で炭獣類ではなく助陀〃”〃属

に含まれ，現在は恥彪ﾉ0.り〃ｓＰ､ｃｆＥｏ減e"如姑DAsHzEvEG

として扱われている（ToMIDA,1986)。松本は佐世保の標本

をアフリカ・ヨーロッパなどの種類と（特に第２大臼歯のサ

イズについて)比較して，新しいものほど大きいことを論じ，

佐世保層群の地質年代についての推定を行っているが，その

後報告された多くの種類を加えて検討すると，この類は確か

に年代とともに大きくなっているものの，同一年代について

も変異の幅が広い。ファユムの場合でも中国山西省の場合で

も，多数の大きさの違う種類が同時代．同所的に産出してい

る。従って一つの種類のサイズから直ちに年代を決定するの

は妥当でない。

近年，北西部九州では佐世保層群などから多くの捕乳類足

跡化石の産出が知られるようになり，その中にかなり大型の

偶蹄類の特徴を持つものが含まれている。それは，前方に対

になった分岐の狭い２指（または鉦）とその両側にやや離れ

た２指（または鉦）をもち，Ｂｍｃﾉbyひ“の足跡ではないかと

くっているがその一部は破損している。隆起の両側は前後に

延びる溝で挟まれている。basioccipitalはほぼ保存されてい

る。大後頭穎は強く張り出し，その背側と腹側は直線的な稜

で区切られる。鼓骨胞は両側とも破損し，その断面形はやや

前後に延びた長円形である。鱗状骨の頬骨弓部は右側が保存

され，比較的きゃしゃである。下顎関節面は両側とも保存さ

れているが，浅くその周囲は不鮮明である。耳胞骨よりも前

方の鱗状骨は前後に幅広い。前頭骨はその左側面の一部が保

存されていて凹んでいるが，移動しており形態は明らかでな

い。これらの骨のほかに，他の骨が断片的に保存されている

が，それぞれの骨名は確実ではない。左頬骨の可能性のある

骨は，やや凹んだ板状の骨で前頭骨断片の腹側に位置してい

る。右鱗状骨の前側にある小さな断片は，頭頂骨の側面であ

ろう。

計測値（ｍ、）

頭骨の保存されている部分の全長

頭骨の保存されている部分の全幅

正中線と鱗状骨の頬骨弓部の最大幅（右）

両側の大後頭穎の幅

鼓骨胞断面の最大径（左）

鼓骨胞断面の最小径（左）

正中線と右第２大臼歯舌側の最小幅

正中線と右第２大臼歯頬側の最大幅

右第２大臼歯歯冠（近位葉）の頬舌径

右第２大臼歯歯冠（遠位葉）の頬舌径

右第２大臼歯歯冠の遠近径

右第２大臼歯歯冠（近位葉の頬側）の最大高

右第２大臼歯歯冠（近位葉の舌側）の最大尚

右第２大臼歯歯冠（遠位葉の頬側）の岐大高

右第２大臼歯歯冠（遠位葉の舌側）の最大高

山口県鍋島産漸新世ブラキオダス化石

討
》
調

この，標本は上記のように臼歯がbunoselenodontであり，

その形態は炭獣類anthracothereと一致する。炭獣類は始新

世から鮮新世にかけて旧世界を中心として広く分布した偶蹄

類であり，炭獣科（AnthracotheriidaeGlIL1872）としてま

とめられている。約30属が記載されていて，例えば中国脊椎

動物化石手冊（1979）では中国から産出した７属10種をリス

トアップしている。これら多くの属の中で，mesostyleの発達

がmetaswle,parastyleと比較的してやや弱いこと，metacone

とparaconeの頬側面に岐頭からのびる隆線があること，そ

れに標本のサイズを考慮するとＢｍｃﾉI””s属が雌も形態的に

一致する点が多い。ただ，標本の岐耗が激しく，またこれら

の多くの属・種のdiagnosisが必ずしも十分に記減されてい

ないこともあって，属の決定に関しても確定的ではなく，種

のレベルの同定はできない。ここでは一応Ｂｍｃ伽”s属に属

するものと考える。

(桃'）国際動物命名規約（第４版：日本語版）４６頁章１１条５０５０．

１．著者の特定５０．１．１．「しかし、当該著作物の著者ではない

誰か別の人物のみが、学名か行為に対してと、実際の公表以外

の適格性の要件を満たすことに対しての両方に寅任あることが

内容から明らかである場合、著者ではないその人物がその学名

や行為の著蕃である。…

国際動物命名規約FourthEditionp､５２:50.1.1．However，

ｉｆｉｔｉｓｃｌｅａｒｈ･omthecontentsthatsomepe庵onotherthanan

authoroftheworkisaloneresponsiblebothfbrthenameoract

andfbrsatisiyingthecriteIうaofavailabilityotherthanactualpub・

lication,thenthatotherpersonistheauthorｏｆｔｈｅｎａｍｅｏｒact．
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推測されてきた。ところが佐世保の標本から予想される動物からないが，別種である可能性が高い。
の大きさは足跡のそれとは異なっていて，足印のサイズはか

なり大きい。KMNHVPOOO,019は佐世保の標本よりずっと 参考文献

大きく，肥中の上顎骨前縁が大後頭穎の位置に対してあまり動物命名法国際審議会（2000）国際動物命名規約．第４版日本語
移動していないとすると，頭骨の全長は40センチ程になる。 版．ｐ､４６．日本動物分類学関連学会連合．

この数字から足跡のサイズの推定をすることは難しいが，骨EditorialBoard,HandbookofChineseVertabmteFbssils,ⅣPＰ（中
国科学院古脊椎動物与古人類研究所《中国脊椎動物化石手冊〉

格図などを見るとKMNHVPOOO,019でも北西九州の足跡の
編写組)，ｅｄｉＬ（1979）中国脊椎動物化石手冊（増訂版）５１ト

サイズ（例えばある標本では約27センチの足印長がある｡）523,p1.127．科学出版社

には達しないように見える。いずれにせよ。この動物の体のIntemationalCommissiononZoologicalNomenclature（1999）〃”
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れていないので確実なことは分からない。 岡本和夫（1970）山口県豊浦郡豊北町特牛港付近の第三系一とくに

日置層群の貝化石群集と堆積環境一．地質学雑誌７６：２３星

まとめ 246．

岡本和夫（1975）日置層群および油谷湾屑群．山口県の地質，１７１－
１８２．および地質図．山口県立山口博物館

’山口県豊浦郡豊北町肥中鍋島に分布する日置層群峠山累OKAzAKI,Yoshihiko（1994）Anewtypeofprimitivebaleenwhale
層（漸新世後期）から炭獣類，BmdhyOd妬sp・が産出した。 （Cetacea:Mysticeti）ｆｒｏｍKyushu,Japan．”ejSﾉα“Ａ”

２標本は多くの所で分断した頭蓋骨，第１頚椎で第２大日（1994）３：432-435．
TAKAI,Fuyuji（1961）ANewAnthracotherefromtheShiramizu

歯を伴う。
GroupintheJobanCoaI戸Field,Japan,withNotesonitsGeologi‐

３この標本は，日本で初めての炭獣類の頭骨化石である。calAge、丹りc"djlZgsqf肋eﾉbPα"ＡＣα"''@y,vol､37,No.5:25罪
２６０．

４この個体は，第２大臼歯がよくすり減っているので老獣徳永重康（1925）佐世保伊寓里炭田と其地質時代.地学雑誌vol､37,
である 。557世567,p１．９．

５この種類は佐世保からすでに報告されているBmCjIyひ“ToMIDA,Yukimitsu（1986）RecognitionoftheGenusE施陀ﾉ0do〃
（Artiodacwla,Mammalia）fiPomtheJobanCoaliield,Japanａｎｄ

岬”jCZZSMATwMoTo,1925とは別の種類である。
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６北西部九州から報告されている偶蹄類足跡との関係は分Ｍ"Ｓｃ"加,艶流esC（G"””d比陀o就如”),12(4):16扉170.


